
 

 

 

 

2 0 2 0 年 4 月 1 5 日 

ガーミンジャパン株式会社 

東日本旅客鉄道株式会社 

 

Garminのウェアラブルデバイスで Suicaがご利用いただけるようになります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．概要 

Android™スマートフォンもしくは iPhone とウェアラブルデバイスをペアリングし、Garmin Connect 

Mobileアプリケーションを操作することにより、ウェアラブルデバイスに Suicaの発行や Google Pay™によ

るチャージなどがご利用いただけます。なお、Suica は日本全国の約 5,000 駅、約 5万台のバスのほか、交

通系電子マネーとして約 94万店舗（2020年 3月末時点）でご利用いただけます。 

 

 

（１） 開始時期 

・ 2020年 5月下旬以降 

 

 

 

ガーミンジャパン株式会社（以下「Garmin」）と東日本旅客鉄道株式会社（以下「JR 東日本」）は、Garmin

の新しいウェアラブルデバイスで、JR東日本が提供する「Suica」の発行やチャージなどをご利用いただける

ようにします。 

ランニングやゴルフなど様々なアクティビティを記録できる時計が Suicaとして鉄道・バス、お買いものな

どでご利用できるようになります。Garminと JR東日本は Suicaを活用したキャッシュレス化の推進に向けて

取り組みます。 

～Suica対応の Garminのウェアラブルデバイス～ 

（左から、vivoactive 4、Venu、fenix 6、Approach S62、vivomove Style） 

※イメージ 



（２） 主なサービス内容 

・ ウェアラブルデバイスに Suicaを発行し、鉄道・バス・お買いものなどで簡単にお支払い 

・ Googleアカウントに登録されているクレジットカードからの Google Payによる入金（チャージ） 

・ JRE POINTの WEBサイトへの登録で JRE POINTが貯まる 

・ 残額表示や前日分までの履歴表示 

 

（３） 対象ウェアラブルデバイス（2020年 4月 15日時点） 

・ Approach S62シリーズ 

・ fenix 6X シリーズ 

・ fenix 6X Pro Dual Powerシリーズ 

・ fenix 6Sシリーズ    

・ fenix 6 シリーズ 

・ Legacyシリーズ 

・ Venuシリーズ 

・ vivoactive 4/4Sシリーズ 

・ vivomove 3/3Sシリーズ 

・ vivomove Style/Luxeシリーズ 

※ ウェアラブルデバイスのソフトウェア更新が必要となります。 

※ 詳細については WEBサイトをご参照ください。  

「Garmin」ホームページ https://www.garmin.co.jp/minisite/garmin-pay-suica/ 

 

２．特徴 

・ 1台のウェアラブルデバイスに発行できる Suicaは 1枚です。 

・ ウェアラブルデバイスは Androidスマートフォンもしくは iPhoneとペアリングすることができます。 

・ ウェアラブルデバイスとペアリングしている Androidスマートフォンもしくは iPhoneへ Suicaを移行す

ることはできません。 

 

３. 一般のお客さまからのお問い合わせ先 

 ガーミンジャパン株式会社 サポートセンター TEL： 0570-049530  E-mail：jp_Info@garmin.com 

営業時間：11:00AM～4:00PM 月曜～金曜 （土日祝日、年末年始/夏季休業を除く） 

 

※ 「Android」、「Google Pay」は Google LLCの商標です。 

※ 「iPhone」は Apple Inc.の登録商標です。 

※ iPhone商標はアイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。 

※ 「Suica」は東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。 
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